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２０２４－２０２５年度 国際ロータリー第２８２０地区 

インターアクト台湾研修旅行報告 

２０２４年１２月２５日（水）～１２月２８日（土） 

 

 
 

 

台北の空港に到着 
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インターアクト台湾研修報告 

                                                      

2025年 1月 5日 

インターアクト委員長 太田秀夫 

１．日程 2024年 12 月 25日（水）～28日（土） 

２．場所 台北市  P3 旅程参照 

３．参加者 P4 参加者リスト参照、台北東海 RC 李会長ほか 

４．報告 

（１）開催までの経緯１ 

インターアクト委員会ではインターアクターの国際理解促進の一環として毎年夏休みを利用して海外研修旅行

を計画し、韓国、沖縄での米軍家族宅でのホームステイ、台湾を訪問してきた。 

直近では 2018年、2019年に台湾研修を行ったがコロナ禍を経て、この度 5年ぶりの開催となった。2019年ま

で台北側窓口だった台北東海 RC とは交信を続けてきたが、今年度に入り、計画具体化を図った際、同 RCが所

属する RI3482地区のインターアクト委員会を窓口として欲しいとの依頼を受けた。同地区のインターアクト

委員長と連絡を取ったが、５年間のブランクを挟んでおり前向きの回答が得られなかった。 

（２）開催までの経緯２ 

上記を受けて、今年度は開催中止も考えたが、インターアクト各校の期待が大きいことから、前回とは別の形

での開催を模索した。その過程で、台湾米山学友会の存在を知り、米山記念奨学会の峯事務局長に仲介いただ

き、同学友会の林理事長を紹介いただいた。その後は林理事長のご尽力により、台北側から学友会関係者、

RI3523地区インターアクト委員会関係者とインターアクター、そして同学友会が支援する日本人奨学生など

18名の参加を約束していただき、今回の交流会が実現した。また、その過程で、台北東海 RCは同学友会メン

バーが 30年前に創立したクラブであることを知り李会長に祝意を伝えた。その結果、たまたま 12月 26日に

同クラブの忘年会が開催されるとのことで招待を受け、ロータリアン６名が参加、30周年記念品を贈呈した。 

（３）交流会 

P5次第に従い、双方の挨拶の後、両地区よりインターアクト活動の紹介と、インターアクター、日本人奨学生

によるグループ討議を行い、実のある会合を持つことが出来た。更に、RI3523地区の曾ガバナーにもご挨拶と

昼食をともにして頂き、歓迎の意思表示を受けた。曾ガバナー、林理事長との話し合いでは、今回を最後にし

たくはないということ、インターアクト以外にも、ローターアクト、青少年交換などでも地区間の交流の可能

性についても話題に上がり、別途相談、調整しようということになった。 

５．今後の対応について 

（１）インフレや円安を受けて旅費が高騰しており、インターアクト海外研修をどうするか、という課題がある

が、一方で青少年交換への希望者が少なくなっている現状を考えると、是非とも毎年継続させるべきと思われ

る。台湾と日本での隔年相互開催も考えられる。また、2026年の世界大会開催地は台北市であることから、

RI3523地区と地区間連携を強化しておくことは非常にタイムリーではないかと思われる。 

（２）今後の対応として、大高ガバナー以下地区内関係者間の意識合わせを経て、当地区からの具体的な提案を行

ってみては如何でしょうか。台湾側との話し合いは Zoomでも可能です。 

（３）参考情報として、RI3523地区は、日本の RI2720地区（熊本・大分）と姉妹協約を結んでいます。 
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 国際ロータリー第 2820地区 

インターアクト台北研修旅行 ４日間 日程  
 

日 

次 

月日 

（曜） 
都 市 名 

発 

着 
交通機関 時  刻 

日    程 

（宿泊予定ホテル） 

朝

食 

昼

食 

夕

食 

１ 
12／25 

（水） 

 

 

成 田 

 

台 北 

桃 園 空 港 

聚 馥 園 

 

 

発 

 

着 

発 

着 

発 

着 

 

 

B R 1 9 7 

 

 

専 用 車 

 

12：00 

 

1 4 : 0 0 

 

1 7 : 0 5 

1 8 : 0 0 

1 9 : 0 0 

2 0 : 0 0 

2 0 : 2 0 

成田空港第 1 ターミナル南ウイング 4階 

旅行綜研団体受付カウンター前集合 

エバー航空１９７便にて台北へ 

 （所要 ４時間０５分） 

 

入国手続後、ガイドと合流し、市内レストランへ 

聚馥園（北京料理・個室手配済）の夕食 

 

ホテルチェックイン 

（台北：ロイヤルイン台北林森館 泊） 

／ × 

北

京

ダ

ッ

ク 

２ 
12／26 

（木） 

台 北 

滞 在 

発 

 

 

 

 

着 

発 

着 

発 

着 

専 用 車 

 

1 0 : 0 0 

 

 

午 後 

 

1 8 : 0 0 

1 9 : 0 0 

1 9 : 3 0 

2 0 : 3 0 

2 1 : 0 0 

台北鉅星匯國際宴會廳にて台湾米山学友会との交流

会と昼食 

 

龍山寺、東三水街市場、三重空軍一村見学 

 

馬来亜（台湾料理・個室手配済）の夕食 

 

夕食後、台北 101 展望台見学 

 

ホテル着  

 （台北：ロイヤルイン台北林森館 泊） 

ホ

テ

ル 

交

流

会 

台

湾

料

理 

３ 
12／27 

（金） 

台 北 

滞 在 

 

発 専 用 車 

 

 

9:00 

 

 

 

 

 

 

 

19:30 

ホテル発 

台北市内観光故宮博物院 

 

台北市内の金品茶楼（小籠包料理・個室無し）にて  

昼食 

 

十分にて天燈上げ体験後、黄金博物館、九份観光 

九份の海悦楼（鄕土料理・個室無し）にて夕食後 

台北市内ホテルへ、   

ホテル着  

  （台北：ロイヤルイン台北林森館 泊） 

ホ

テ

ル 

小

籠

包 

郷

土

料

理 

４ 
12／28 

（土） 

 

 

 

 

 

台 北 

 

成 田 

 

 

 

 

 

発 

 

着 

 

専 用 車 

 

 

 

 

B R 1 9 6 

 

9:00 

 

 

昼 頃 

 

15：20 

 

19：20 

台北市内観光 

中正紀念堂、迪化街散策と自由昼食 

 

観光後、空港へ 

 

エバー航空１９６便にて帰国の途へ 

 （所要 ４時間００分） 

成田空港到着 

着後、入国手続き後、解散となります 

 

ホ

テ

ル 

各 

 

自 

／ 

※時刻は予定段階の時刻で、実際の時刻とはずれがあります。 
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台湾研修交流会次第  

１．日時 ２０２４年１２月２６日 １０時１０分～１３時３０分ころ  

２．場所 台北鉅星匯國際宴會廳  

３．台湾研修交流会次第 司会：太田秀夫  

10：10 会場到着 挨拶 名刺交換など  

10：30 開会挨拶 太田秀夫 RI2820 地区インターアクト委員長  交流会挨拶文参照（次ページ） 

挨拶 洪浩仁 RI3523 地区インターアクト委員長  

挨拶 林志昇 台湾米山学友会理事長 台湾米山学友会活動紹介 張逸崑 台湾米山学友会幹事長  

11：00 RI2820 地区インターアクト活動紹介 太田秀夫 RI2820 地区インターアクト委員長 （英語） 

11：10 RI2820 地区各校インターアクト活動紹介 RI2820 地区各校インターアクトクラブ （英語） 

11：40 RI3523 地区インターアクト活動紹介 劉聿軒 インターアクト地区代表 （英語） 

12：00 RI3523 地区 曽國峰 3523 地区ガバナー挨拶  

12：10 RI3523 地区ガバナーを交えて集合写真撮影  

12：15 昼食会 兼 グループ討議 50-50 ホームランボール感想と「私の曼荼羅チャート」紹介など  

13：30 ころ 解散 

 

 

           台湾米山学友会との交流会 会場の台北鉅星匯國際宴會廳にて 
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交流会挨拶文                                             インターアクト委員長 太田秀夫 

 皆さんおはようございます。日本は茨城県、２８２０地区のインターアクト委員長を拝命している太田と申します。

本日は、年の瀬のご多忙の中でこの交流会に集まっていただきありがとうございます。この会が開催できるまで

には、東京の米山記念奨学会の峯事務局長のお計らいで台湾米山学友会の林理事長をご紹介いただき、台

湾米山学友会、そして３５２３地区の皆様の絶大なご支援を頂いたことにこの場を借りまして厚くお礼申し上げま

す。 

 一方で、日本では今週から冬休みに入りましたが、台湾の学校では通常通りだと伺いまして、学生の皆様には

多大なご負担をおかけしたこと、お詫び申し上げます。 

 さて、本日の目的は、ロータリーの青少年奉仕の一環としてインターアクト活動の大きな柱である国際理解を

深めるために両国のインターアクター間の親善、交流を図ることです。お手元にお配りした式次第によって進め

ますが、両国の活動紹介のあと、グループ討議で何をテーマとするか、両国の共通の話題は何か、ということで

悩みました。そして絶妙なタイミングで、アメリカは LA ドジャースの大谷翔平選手が５０－５０を達成した記念の

ホームランボールが台湾の会社によって落札され台北１０１に展示されるというニュースに接し、飛びついた次

第です。インターアクターの多くは女性であり、野球の話題は如何なものか、というご指摘もありましたが、ドジャ

ーススタジアムの観客の多くは女性です。今や世界のスーパースターである大谷選手が、高校時代に描いた曼

荼羅チャートに焦点を当てて、野球の技術を磨くための必要条件だけでなく、チームやファンから好かれるため

の、運、人間性、メンタルにも言及していることを参考に、皆さん一人一人の「私の曼荼羅チャート」を作って紹

介しあってはどうかと思い立った次第です。 

本日は日本から来られた奨学生の皆さんにも加わっていただき、ざっくばらんなグループ討議が出来ればと期

待しています。そして、是非ともグループごとに親睦を深めて友だちになって頂き、帰国後も交流をつづけられた

ら主催者の一人として非常に嬉しく思います。因みに、今週の日曜日に、この交流会に備えて、林理事長、張

幹事長、柴沼副団長と私で Zoom を通じて打合せを行いました。コロナ渦の前には思いつかなかったことがリモ

ート交流が日常生活に入り込んでいます。そして将来、日本に来られる機会があれば、我々ロータリークラブとし

ては大歓迎したいと思います。 

本日は是非とも実り多い交流会にしていただければと思います。よろしくお願いします。ありがとうございました。 
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台湾米山学友会との交流会 

 

  曾 國峰 3523 地区ガバナー  バナー旗交換           お土産贈呈 

 

 

  

林志昇 台湾米山学友会理事長  洪浩仁 地区インタ－アクト委員長      林致宇 地区青少年奉仕委員長 
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RI2820地区インターアクト活動紹介 太田秀夫 RI2820地区インターアクト委員長 

 

  

台湾米山学友会活動紹介 張逸崑 台湾米山学友会幹事長 

 

 

 

インターアクターの発表の様子 

                          

 
水戸女子高校 
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つくば国際東風高校 

 

 

水戸農業高校                   茨城キリスト教学園 

 

水城高校 
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RI3523地区インターアクト活動紹介 劉聿軒 インターアクト地区代表 

 

 

昼食会のスナップ 
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昼食後、龍山寺へ 
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三重空軍一村見学 

 

 

 

台北東海 RCのクリスマス懇親会           台北東海 RCの林会長とバナー旗交換 
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台北 101 展望台見学                      大谷選手の 50-50 達成ボール 

 

 

３日目 故宮博物院 見学 
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お食事 

初日夕食の北京ダック           ３日目昼食の小籠包 

 
 

十分にて天燈上げ体験 

 

 

九份の夜景 
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九份の阿妹茶樓にて飲茶 
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最終日 中正紀念堂 見学 
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迪化街散策と自由昼食 

 

 

 

 

今回利用したエバー航空 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




